
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ環境面 

・活動スペースや職員配置については概ね満

足。一定の広さがあるので楽しく過ごせている

様子を感じている。 

・安全配慮はある程度されているが、ドアに手

を挟む心配がある。 

・教具、教材については、何が置いてあるかが

分からないとのご意見があった。 

Ｂ児童への支援内容 

・特性理解や活動内容、ニーズや課題の客観的

分析による計画作成、面談や相談については、

概ね良い評価。調理や買い物が良い。 

・子どもが通所を楽しみにしていて、職員の対

応に満足。信頼できる事業所。 

・試食会や説明会は良い。 

Ｃ事業所からの情報発信 

・保護者への説明については満足。 

・活動内容の発信、家族へのお知らせ、個人情

報への注意について、概ね満足。 

Ｄ非常対応 

・緊急対応の周知や防災対策については概ね満

足。 

 

Ａ環境面 

・その日の状況によりスペースや配置人数の

適切さが不十分であることがある。 

Ｂ児童への支援内容 

・一人ひとりに応じた活動内容になっている。 

・平日、休日、長期休暇に応じて活動内容を設

定している。 

・職員間の情報共有や記録を取った上での支

援内容の振り返りには課題がある。 

・活動内容の固定化（選択肢の固定化）が見ら

れる。 

Ｃ関係機関との連携 

・必要に応じて関係機関と連携を取っている。 

・自立支援協議会へ積極的に参加している。 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

・子どもの状況について保護者と共通理解を

持つようにしている。 

・情報発信をしている。 

・保護者同士が会う機会が持てていない。 

Ｅ非常対応 

・研修が十分とは言えない。 

・各種マニュアルの周知に課題がある。 

 

【共通点】 

・教具、教材等の備品については整理をし、分かりやすく提示することが必要である。 

・活動内容等についての情報発信が概ね出来ている。 

・家族との情報共有を行い、共通理解を持つことが出来ている。 

・ 

【相違点】 

・非常時の対策について、職員は研修の必要性、各種マニュアルの周知に課題があると感じている。 

・活動内容について、職員は活動の選択肢が固定化していると感じている。 

・スペースや配置人数について、職員は状況によって不十分さを感じることがある。 

・職員の対応について家族からは評価をもらっているが、職員間の状況共有について職員は課題を感じて

いる。 

 

 

 

職員による自己評価 保護者による評価 

事業所内での分析 

事業所自己評価シート         令和 5年度         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所名     よろこび          

担当者      小林 真起子        

 

 

・教材等の備品について整理をして、分かりやすく提示をするとともに、新たな備品等の購入を行う。 

・防災、防犯、感染症対応マニュアル等について職員や家族に分かりやすく周知をしていく。 

・活動内容の選択肢を増やすことが出来るように検討をする。 

・職員間の情報共有に課題を感じているため、共有の方法等について検討をする。 

・事業所見学会などを企画し、家族が会う機会を設けていく。 

子どもたちがよろこびに来ることを楽しみに

している。 

 

通常の活動は共通のプログラムを提供する形

ではなく、個々に合わせた活動を行ってい

る。 

 

保護者と情報共有を行い、共通理解を持つこ

とが出来ている。 

 

活動についての情報発信を行っている。 

教材等の備品について、整理をしていくこと

が必要。 

 

防災や感染症対策など様々なマニュアルにつ

いての周知や研修が必要。 

 

活動内容の選択肢を増やすことが課題。 

 

子どもたち一人ひとりが安全に楽しく満足な

活動が出来るように職員間の情報共有や配置

の検討を行うことが必要。 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

いつよろこびの運営に多大なるご理解とご協力を賜り、ありがとうございます。 

よろこびが大切にしている「子どもが安心できる居場所」「やりたいことを実現できる場所」「その子がそ

の子らしくいられる場所」にしたいという思いについて、家族アンケートの中で一定の評価をいただけたと

感じております。 

昨年度いただきましたアンケート結果から、活動内容の情報発信を改善し、おやつの試食会＆制度説明会

を開催しました。また、その際にいただきましたお話を受けて、大人の方が通われる事業所の見学会も開催

いたします。今後もいただきましたご意見を参考に、事業所のより良い運営を目指していきます。 

 子どもたちが安心して過ごすことができる場としていくためには、職員間の情報共有も欠かせないものと

なっております。この部分は事業所の強みとして今後も大切にして参ります。 

これからも、子どもたち一人ひとりの思いを大切にしながら、ご家族の皆さまと共に子どもたちの成長を

見守り、日々笑顔で過ごすことが出来るように取り組んで参ります。子どもたちが「よろこびに行きたい」

と思える場所と活動を作っていきたいと思っております。 


